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(百万円未満切捨て)
１．平成29年３月期の連結業績（平成28年４月１日～平成29年３月31日）
（１）連結経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

29年３月期 548,222 △1.3 33,164 △13.2 27,426 △17.0 20,484 △2.4

28年３月期 555,227 0.6 38,220 55.1 33,038 33.5 20,985 16.4
(注) 包括利益 29年３月期 23,531百万円( 784.5％) 28年３月期 2,660百万円(△92.3％)
　

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

29年３月期 61.72 61.65 6.9 4.7 6.0

28年３月期 62.98 62.92 7.1 5.8 6.9
(参考) 持分法投資損益 29年３月期 118百万円 28年３月期 281百万円
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

29年３月期 592,900 321,551 51.5 924.23

28年３月期 577,251 308,722 50.6 881.09
(参考) 自己資本 29年３月期 305,149百万円 28年３月期 292,208百万円
　

　

（３）連結キャッシュ・フローの状況
営業活動による

キャッシュ・フロー
投資活動による

キャッシュ・フロー
財務活動による

キャッシュ・フロー
現金及び現金同等物

期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

29年３月期 48,119 △36,369 △13,612 41,018

28年３月期 59,704 △40,751 △3,551 43,161
　

　

　

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
(連結)

純資産
配当率
(連結)第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

28年３月期 ― 8.00 ― 10.00 18.00 5,995 28.6 2.0

29年３月期 ― 9.00 ― 9.00 18.00 5,977 29.2 2.0

30年３月期(予想) ― 9.00 ― 9.00 18.00 25.8
　

　

３．平成30年３月期の連結業績予想（平成29年４月１日～平成30年３月31日）

(％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通 期 610,000 11.3 43,000 29.7 39,000 42.2 23,000 12.3 69.66
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※ 注記事項

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) ： 無
　

　

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 29年３月期 350,000,000株 28年３月期 350,000,000株

② 期末自己株式数 29年３月期 19,834,211株 28年３月期 18,356,481株

③ 期中平均株式数 29年３月期 331,896,955株 28年３月期 333,221,162株

　
　

(参考) 個別業績の概要
１．平成29年３月期の個別業績（平成28年４月１日～平成29年３月31日）
（１）個別経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

29年３月期 274,866 △5.4 13,330 △23.7 15,810 △14.4 15,904 64.1

28年３月期 290,556 △2.7 17,466 48.8 18,475 17.3 9,693 △36.8
　

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭

29年３月期 47.92 47.87

28年３月期 29.09 29.06
　

　

（２）個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

29年３月期 418,229 236,148 56.4 714.57

28年３月期 409,670 223,240 54.4 672.55

(参考) 自己資本 29年３月期 235,925百万円 28年３月期 223,047百万円
　

　　

※ 決算短信は監査の対象外です
　

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また実際の業
績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあ
たっての注意事項等については、添付資料４ページ「１．経営成績等の概況 (４)今後の見通し」をご覧くださ
い。

・当社は、平成29年５月15日に、機関投資家及び証券アナリスト向けに決算及び中期経営計画についての説明会を
開催する予定です。なお、業績予想を通期のみに変更しましたので、平成29年11月に中間における業績動向をご
説明する会議を開催する予定です。また、当社ホームページに当該説明会の内容を掲載いたします。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当期の世界経済は、米国は好調であったものの、英国のＥＵ離脱問題、トランプ大統領の誕生など企業心理への

影響が懸念される状況となりました。欧州や、新興国・資源国の景気は持ち直しつつありますが、全体としては不

安定な展開となりました。わが国経済は、円高の影響や個人消費の伸び悩みがみられました。

このような状況のもと、当社グループの当期の業績は、海外市場を中心に新製品やスペシャリティの高い製品の

拡販が順調に進み、化成品事業、機能性樹脂事業、ライフサイエンス事業が堅調に推移するとともに、食品事業は

新製品の拡販と事業構造改革の進展により収益が拡大しました。エレクトロニクス事業及び合成繊維事業は、円高

の進行や需要回復の遅れなどの影響を受け低調でした。

引き続き高水準な研究開発活動（未来への投資）を続け、成果に拘った事業ポートフォリオの変革を急ぎます。

以上の結果、売上高は548,222百万円（前期比1.3％減）と前年実績を若干下回りました。営業利益は33,164百万

円（前期比13.2％減）、経常利益は27,426百万円（前期比17.0％減）とそれぞれ減益になりました。一方、親会社

株主に帰属する当期純利益は20,484百万円（前期比2.4％減）となりました。

各セグメントの状況は次の通りです。

　 (化成品事業)

当セグメントは、スペシャリティの高い製品の拡販が順調に進み、米国及びアジアを中心とした海外市場での需

要が好調で増益となりました。

塩ビ系特殊樹脂は、塩ビペースト樹脂がアジア向けを中心に好調な販売となり、塩素化塩ビも米国及びアジア向

けに販売を伸ばしました。マレーシアや米国における供給能力増強と、徹底したコスト競争力の強化が寄与しまし

た。

一般用塩化ビニール樹脂は、インドを中心にアジア市場での販売が好調に推移し、収益が改善しました。

　

　 (機能性樹脂事業)

当セグメントは、新規用途開発とグローバルな能力増強により拡販が進み売上増となりました。円高の影響によ

り営業利益は前年実績を若干下回りました。

モディファイヤーは、年度後半における原料価格上昇の影響を受けましたが、非塩ビ用途向けなどの新規用途で

拡販が進みました。供給能力不足の状況が続きましたが、マレーシアの新系列は予定通り本年３月に商業運転を開

始し、旺盛な需要に応える体制が整いました。変成シリコーンポリマーは、急激な用途拡大により、供給能力が不

足する状況となりました。マレーシアの生産設備新設に加え、ベルギーでの能力増強も決定しました。拡大する需

要に着実に応えてまいります。また、昨年、連結子会社としたセメダイン株式会社については、海外展開やソリュ

ーション視点に立った市場拡大へのシナジーを一層強化してまいります。

　

　 (発泡樹脂製品事業)

押出法発泡ポリスチレンボードは、供給能力の増強を進め、販売が堅調に推移しました。ビーズ法発泡ポリオレ

フィンは、自動車分野向けを中心にアジア市場での販売が拡大しました。今後も海外市場における需要拡大が期待

され、グローバルな供給体制の整備を図っていきます。発泡スチレン樹脂・成型品は、農水産分野における需要が

低調に推移し、また第４四半期には原料価格高騰の影響を受けました。以上の結果、当セグメントは減収減益とな

りました。

2020年の改正省エネルギー基準の義務化に向けて高性能断熱材の開発に注力するとともに、当社の太陽電池など

を組み合わせた省エネルギーと居住快適性を両立させる新たな住宅ソリューション展開に取り組んでいます。
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　 (食品事業)

当セグメントは、国内需要が伸び悩むなか、研究開発力を強化し、消費者のニーズを先取りした新製品の開発・

販売と製品ミックスの高付加価値化を進めています。新製品の継続的上市とグループ会社を含めたサプライチェー

ンの強化を目指した事業構造改革が進み、売上高、営業利益ともに増加しました。

「食」そのものの価値を高めるソリューションの提供を目指し、多様化する市場のニーズに応える特色ある食品

素材の開発と新たなビジネスモデルの展開を進めています。

　

　 (ライフサイエンス事業)

当セグメントは、世界的な高齢化の進展による医療・介護等の市場拡大が進むなか、オープンイノベーションや

他社との提携、米国Ｒ＆Ｄ拠点の活用による研究開発の強化と事業領域の拡大を進めています。当期は、医療機器

における国内市場での償還価格改定の影響を受け減収となりましたが、営業利益は前期並みとなりました。

医療機器のインターベンション事業は、海外市場での他社との共同事業が拡大しました。機能性食品素材は、最

大市場である米国を中心に還元型コエンザイムＱ１０の販売数量が増加しました。医薬品は、ＡＰＩやバイオロジ

クス分野における販売が順調に拡大しました。バイオロジクス分野では、昨年完全子会社化したユーロジェンテッ

クにおいて、旺盛な需要に応えるために生産能力増強を決定しました。

　

　 (エレクトロニクス事業)

当セグメントは、電子材料の低調により減収減益となりました。

電子材料は、年度後半からスマートフォンなどエレクトロニクス市場全体が回復傾向となるなか、超耐熱ポリイ

ミドフィルムの高機能品の販売は増加しましたが、能力律速により一部製品の供給に遅れが生じました。円高も影

響し、減収減益となりました。第４四半期は、市場の技術開発ニーズに応える新規用途での販売が着実に増加し、

収益が改善しました。

太陽電池は、新製品の性能向上と美観が評価され、大手ハウスメーカー向けの販売数量が増加するとともに、事

業構造改革が進み採算が改善しました。世界最高レベルの変換効率を有するヘテロ接合技術を用いた新製品やシー

スルー太陽電池等高性能品の販売拡大に一層注力するとともに、ネット・ゼロ・エネルギーハウスやネット・ゼ

ロ・エネルギービルの実現に貢献するソリューションの提供に取り組んでおります。

　

　 (合成繊維、その他事業)

合成繊維は、円高とアジア市場の需要回復の遅れの影響を強く受けた結果、減収減益となりました。

足元のアジア市場は回復基調となっており、高付加価値品の拡販や新製品の継続的投入とアジア・アフリカ市場

でのマーケティングの強化により、着実な販売拡大を実現します。マレーシア生産拠点のコスト競争力を活かし、

収益の拡大を図ってまいります。
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（２）当期の財政状態の概況

当年度末の総資産は、売上債権及び有形固定資産や投資有価証券の増加等により前年度末に比べて15,649百万円

増の592,900百万円となりました。負債は、支払手形及び買掛金の増加等により前年度末に比べて2,820百万円増の

271,349百万円となりました。また、純資産は、利益剰余金の増加等により前年度末に比べて12,828百万円増の

321,551百万円となりました。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当期における営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前当期純利益や減価償却費等により48,119百万

円の収入となりました。投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得による支出等により36,369百

万円の支出となりました。財務活動によるキャッシュ・フローは、配当金の支払額や借入金の返済による支出等に

より13,612百万円の支出となりました。この結果、当年度末における現金及び現金同等物の残高は、前年度末に比

べ2,143百万円減少し、41,018百万円となりました。

（４）今後の見通し

次期の世界経済については、為替・原油相場や金融市場の動向に加え、米国新政権の政策運営や欧州の政治動向、

地政学的リスクの高まりなど先行き不透明な要素が多いものの、米国経済の拡大や中国など新興国経済の持ち直し

から、全体としては拡大基調になることが予想されます。わが国経済も、世界経済の回復を背景に緩やかな持ち直

しが期待されます。

当社グループは、ソリューション視点に立った高水準な研究開発投資、大型の設備投資やＭ＆Ａ、オープンイノ

ベーションによって事業ポートフォリオを変革し、収益を拡大してまいります。

　平成30年３月期の連結業績の見通しは、次のとおりです。

［連結業績見通し］ 通 期

　 売上高 6,100億円（前期比 11.3％増）

　 営業利益 430億円（前期比 29.7％増）

　 経常利益 390億円（前期比 42.2％増）

　 親会社株主に帰属する当期純利益 230億円（前期比 12.3％増）

次期の為替レート及び原料価格については、米ドルは110円・ユーロは120円、国産ナフサ価格は42,000円／KLを

想定しております。

なお、上記の見通しは、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいておりま

す。見通しには不確定要素が含まれており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループは、日本基準を適用しております。現時点では国際財務報告基準（IFRS）の適用は未定ですが、将来の

適用に備え、情報収集を行うとともに実施に向けた検討を進めております。

決算短信（宝印刷） 2017年05月12日 10時24分 6ページ（Tess 1.50(64) 20160317_01）



㈱カネカ(4118) 平成29年３月期 決算短信

― 5 ―

３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当連結会計年度
(平成29年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 43,447 41,116

受取手形及び売掛金 121,682 125,482

有価証券 110 110

商品及び製品 51,745 52,493

仕掛品 10,125 10,148

原材料及び貯蔵品 31,828 34,106

繰延税金資産 5,951 5,871

その他 9,161 11,463

貸倒引当金 △345 △353

流動資産合計 273,708 280,439

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 69,204 74,073

機械装置及び運搬具（純額） 88,753 98,666

土地 31,111 31,071

建設仮勘定 23,633 13,430

その他（純額） 7,012 8,301

有形固定資産合計 219,715 225,544

無形固定資産

のれん 4,123 3,322

その他 8,074 6,929

無形固定資産合計 12,197 10,251

投資その他の資産

投資有価証券 55,602 62,584

出資金 987 987

長期貸付金 1,307 1,300

長期前払費用 1,525 1,759

繰延税金資産 4,802 2,611

その他 7,619 7,650

貸倒引当金 △215 △228

投資その他の資産合計 71,629 76,665

固定資産合計 303,542 312,461

資産合計 577,251 592,900
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当連結会計年度
(平成29年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 64,819 73,058

短期借入金 52,695 52,294

未払金 24,608 22,149

未払費用 11,623 13,339

未払法人税等 3,708 3,390

未払消費税等 795 1,051

役員賞与引当金 134 135

その他 5,163 3,582

流動負債合計 163,550 169,001

固定負債

社債 10,000 10,000

長期借入金 53,773 50,336

繰延税金負債 1,674 2,098

退職給付に係る負債 36,667 37,310

役員退職慰労引当金 303 319

その他 2,559 2,282

固定負債合計 104,978 102,347

負債合計 268,528 271,349

純資産の部

株主資本

資本金 33,046 33,046

資本剰余金 34,936 32,813

利益剰余金 234,377 248,523

自己株式 △15,558 △16,753

株主資本合計 286,801 297,630

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 17,450 22,338

繰延ヘッジ損益 △51 △61

為替換算調整勘定 △1,082 △5,105

退職給付に係る調整累計額 △10,909 △9,653

その他の包括利益累計額合計 5,406 7,518

新株予約権 228 271

非支配株主持分 16,285 16,130

純資産合計 308,722 321,551

負債純資産合計 577,251 592,900
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 平成27年４月１日
　至 平成28年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成28年４月１日
　至 平成29年３月31日)

売上高 555,227 548,222

売上原価 394,021 385,362

売上総利益 161,205 162,859

販売費及び一般管理費 122,985 129,695

営業利益 38,220 33,164

営業外収益

受取利息 59 87

受取配当金 1,423 1,695

持分法による投資利益 281 118

その他 943 909

営業外収益合計 2,707 2,811

営業外費用

支払利息 1,198 1,428

固定資産除却損 3,485 2,534

為替差損 302 2,270

その他 2,902 2,316

営業外費用合計 7,888 8,548

経常利益 33,038 27,426

特別利益

固定資産売却益 - 625

投資有価証券売却益 - 1,602

負ののれん発生益 1,312 -

段階取得に係る差益 229 -

特別利益合計 1,542 2,228

特別損失

訴訟関連費用 1,176 962

減損損失 1,536 -

環境対策費用 598 -

支払補償費 667 -

特別損失合計 3,979 962

税金等調整前当期純利益 30,601 28,692

法人税、住民税及び事業税 6,598 7,088

法人税等調整額 2,991 88

法人税等合計 9,590 7,177

当期純利益 21,011 21,514

非支配株主に帰属する当期純利益 25 1,030

親会社株主に帰属する当期純利益 20,985 20,484
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連結包括利益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 平成27年４月１日
　至 平成28年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成28年４月１日
　至 平成29年３月31日)

当期純利益 21,011 21,514

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △2,239 5,047

繰延ヘッジ損益 52 △9

為替換算調整勘定 △4,049 △4,268

退職給付に係る調整額 △12,097 1,248

持分法適用会社に対する持分相当額 △17 △2

その他の包括利益合計 △18,350 2,016

包括利益 2,660 23,531

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 2,690 22,596

非支配株主に係る包括利益 △30 934
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度(自 平成27年４月１日 至 平成28年３月31日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 33,046 34,836 218,746 △12,071 274,558

当期変動額

剰余金の配当 △5,344 △5,344

親会社株主に帰属す

る当期純利益
20,985 20,985

自己株式の取得 △3,584 △3,584

自己株式の処分 △5 △8 97 82

非支配株主との取引

に係る親会社の持分

変動

105 105

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 ― 99 15,631 △3,487 12,243

当期末残高 33,046 34,936 234,377 △15,558 286,801

その他の包括利益累計額

新株予約権
非支配

株主持分
純資産合計その他有価証

券評価差額金

繰延ヘッジ

損益

為替換算

調整勘定

退職給付に

係る調整

累計額

その他の包括

利益累計額

合計

当期首残高 19,659 △104 2,975 1,172 23,702 136 10,829 309,227

当期変動額

剰余金の配当 △5,344

親会社株主に帰属す

る当期純利益
20,985

自己株式の取得 △3,584

自己株式の処分 82

非支配株主との取引

に係る親会社の持分

変動

105

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

△2,208 52 △4,057 △12,081 △18,295 91 5,455 △12,748

当期変動額合計 △2,208 52 △4,057 △12,081 △18,295 91 5,455 △504

当期末残高 17,450 △51 △1,082 △10,909 5,406 228 16,285 308,722
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当連結会計年度(自 平成28年４月１日 至 平成29年３月31日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 33,046 34,936 234,377 △15,558 286,801

当期変動額

剰余金の配当 △6,328 △6,328

親会社株主に帰属す

る当期純利益
20,484 20,484

自己株式の取得 △1,812 △1,812

自己株式の処分 △10 617 607

非支配株主との取引

に係る親会社の持分

変動

△2,123 △2,123

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 ― △2,123 14,145 △1,194 10,828

当期末残高 33,046 32,813 248,523 △16,753 297,630

その他の包括利益累計額

新株予約権
非支配

株主持分
純資産合計その他有価証

券評価差額金

繰延ヘッジ

損益

為替換算

調整勘定

退職給付に

係る調整

累計額

その他の包括

利益累計額

合計

当期首残高 17,450 △51 △1,082 △10,909 5,406 228 16,285 308,722

当期変動額

剰余金の配当 △6,328

親会社株主に帰属す

る当期純利益
20,484

自己株式の取得 △1,812

自己株式の処分 607

非支配株主との取引

に係る親会社の持分

変動

△2,123

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

4,887 △9 △4,022 1,256 2,112 43 △154 2,000

当期変動額合計 4,887 △9 △4,022 1,256 2,112 43 △154 12,828

当期末残高 22,338 △61 △5,105 △9,653 7,518 271 16,130 321,551
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 平成27年４月１日
　至 平成28年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成28年４月１日
　至 平成29年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 30,601 28,692

減価償却費 26,438 27,808

減損損失 1,536 -

負ののれん発生益 △1,312 -

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 428 2,515

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） 424 -

貸倒引当金の増減額（△は減少） 13 34

受取利息及び受取配当金 △1,482 △1,783

支払利息 1,198 1,428

段階取得に係る差損益（△は益） △229 -

持分法による投資損益（△は益） △281 △118

固定資産処分損益（△は益） 824 102

投資有価証券売却損益（△は益） - △1,602

売上債権の増減額（△は増加） 6,932 △4,609

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,596 △4,056

仕入債務の増減額（△は減少） △4,566 7,303

その他 5,734 18

小計 64,664 55,733

利息及び配当金の受取額 1,599 1,904

利息の支払額 △1,172 △1,404

法人税等の支払額 △5,386 △8,113

営業活動によるキャッシュ・フロー 59,704 48,119

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △38,552 △36,726

有形固定資産の売却による収入 466 1,092

無形固定資産の取得による支出 △2,879 △1,474

投資有価証券の取得による支出 △70 △75

投資有価証券の売却による収入 386 1,585

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る支出

- △102

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る収入

1,537 -

貸付けによる支出 △1,461 △314

貸付金の回収による収入 929 212

その他 △1,107 △567

投資活動によるキャッシュ・フロー △40,751 △36,369
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(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 平成27年４月１日
　至 平成28年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成28年４月１日
　至 平成29年３月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,359 △2,858

長期借入れによる収入 13,324 6,251

長期借入金の返済による支出 △9,300 △5,986

セール・アンド・リースバックによる収入 280 -

リース債務の返済による支出 △101 △171

自己株式の取得による支出 △3,584 △1,812

自己株式の売却による収入 74 410

非支配株主からの払込みによる収入 - 53

配当金の支払額 △5,344 △6,328

非支配株主への配当金の支払額 △242 △399

連結の範囲の変更を伴わない子会社株式の取得
による支出

△15 △2,772

財務活動によるキャッシュ・フロー △3,551 △13,612

現金及び現金同等物に係る換算差額 △260 △280

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 15,141 △2,143

現金及び現金同等物の期首残高 28,020 43,161

現金及び現金同等物の期末残高 43,161 41,018
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(セグメント情報等)

(セグメント情報)

１ 報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資源の

配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社は、「技術」の共通性を基盤として、製品・サービスの種類、用途及び市場の類似性等の別に、事業部を設置

しております。各事業部は、取り扱う製品・サービスについて、国内及び海外の子会社と一体となったグローバル・

グループ戦略を立案し、事業活動を展開しております。

したがって、当社は、事業部を基礎とした製品・サービス別のセグメントから構成されており、「化成品事業」

「機能性樹脂事業」「発泡樹脂製品事業」「食品事業」「ライフサイエンス事業」「エレクトロニクス事業」及び

「合成繊維、その他事業」の７つを報告セグメントとしております。なお、当社では、事業環境の変化に迅速かつ柔

軟に対応するために、適宜、事業部の新設、統廃合を実施いたします。そのため、報告セグメントの決定に当たって

は、相当期間にわたりその継続性が維持できるように配慮しております。

「化成品事業」は、日用品から産業資材まで幅広い用途に使用される塩化ビニール樹脂等をはじめ付加価値の高い

塩ビ系特殊樹脂等を生産販売しております。「機能性樹脂事業」は、優れた耐熱性や耐候性、難燃性、弾性など、新

しい付加機能をもった樹脂を生産し、建築分野や自動車産業、家電、情報機器分野に販売しております。「発泡樹脂

製品事業」は、電気製品の緩衝包装材、自動車用衝撃吸収材料や魚函、住宅の断熱材等に使用される発泡樹脂製品を

生産販売しております。「食品事業」は、パン酵母やマーガリン等を生産し、業務用製菓・製パン・食材分野に販売

しております。「ライフサイエンス事業」は、発酵と高分子の技術から生み出される医薬品（ＡＰＩ・中間体）や機

能性食品素材、カテーテル等の医療機器を生産し、医薬品メーカーや医療機関に販売しております。「エレクトロニ

クス事業」は、電子機器メーカーに販売する高機能性フィルムや太陽電池を生産販売しております。「合成繊維、そ

の他事業」は、主として、ウィッグや衣類等に使用する合成繊維を生産販売しております。

２ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、連結財務諸表作成において採用している会計処理の方法と同

一であります。
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３ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度(自 平成27年４月１日 至 平成28年３月31日)

(単位：百万円)

報告セグメント

調整額
連結

財務諸表

計上額化成品
機能性

樹脂

発泡樹脂

製品
食品

ライフ

サイエンス

エレクトロ

ニクス

合成繊維、

その他
計

売上高

外部顧客への売上高 103,430 98,385 65,148 144,960 58,922 39,123 45,257 555,227 ― 555,227

セグメント間の
内部売上高又は振替高

940 758 60 8 26 261 1,251 3,306 △3,306 ―

計 104,370 99,144 65,208 144,968 58,948 39,384 46,509 558,534 △3,306 555,227

セグメント利益(注) 5,568 15,117 6,310 3,748 11,723 19 15,658 58,146 △19,926 38,220

セグメント資産 102,106 94,574 52,443 82,362 66,625 68,513 31,712 498,338 78,912 577,251

その他の項目

減価償却費 5,310 3,364 2,339 2,512 3,149 4,455 2,420 23,551 2,687 26,238

のれんの償却額 ― 35 ― ― 468 ― ― 504 ― 504

持分法適用会社への
投資額

― 75 1,843 ― ― ― ― 1,918 ― 1,918

有形固定資産及び無形
固定資産の増加額

4,854 15,760 4,469 3,178 3,084 4,709 9,097 45,153 2,177 47,331

(注) セグメント利益は、連結財務諸表の営業利益と調整を行っています。

当連結会計年度(自 平成28年４月１日 至 平成29年３月31日)

(単位：百万円)

報告セグメント

調整額
連結

財務諸表

計上額化成品
機能性

樹脂

発泡樹脂

製品
食品

ライフ

サイエンス

エレクトロ

ニクス

合成繊維、

その他
計

売上高

外部顧客への売上高 96,631 110,664 64,257 147,312 55,818 35,551 37,986 548,222 ― 548,222

セグメント間の
内部売上高又は振替高

1,110 957 93 10 53 226 1,374 3,826 △3,826 ―

計 97,741 111,622 64,350 147,323 55,871 35,778 39,360 552,048 △3,826 548,222

セグメント利益又は
損失（△）(注)

7,428 14,825 5,790 4,515 11,662 △1,182 10,815 53,854 △20,689 33,164

セグメント資産 101,496 104,010 53,026 85,030 68,160 67,861 34,321 513,908 78,992 592,900

その他の項目

減価償却費 5,124 3,905 2,685 2,682 3,111 4,737 2,575 24,822 2,820 27,642

のれんの償却額 ― 32 56 ― 430 ― ― 519 ― 519

持分法適用会社への
投資額

― 68 1,953 ― ― ― ― 2,021 ― 2,021

有形固定資産及び無形
固定資産の増加額

4,967 9,460 2,965 2,396 3,480 3,603 8,455 35,328 2,651 37,980

(注) セグメント利益又は損失（△）は、連結財務諸表の営業利益と調整を行っています。
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４ 報告セグメント合計額と連結財務諸表計上額との差額及び当該差額の主な内容(差異調整に関する事項)

(単位：百万円)

利益 前連結会計年度 当連結会計年度

報告セグメント計 58,146 53,854

セグメント間取引消去 12 △8

全社費用(注) △19,932 △20,695

その他の調整額 △6 14

連結財務諸表の営業利益 38,220 33,164

(注) 全社費用は主に特定の報告セグメントに帰属しない基礎的研究開発費であります。

(単位：百万円)

資産 前連結会計年度 当連結会計年度

報告セグメント計 498,338 513,908

セグメント間取引消去 △12,993 △12,801

全社資産(注) 91,484 91,211

その他の調整額 421 582

連結財務諸表の資産合計 577,251 592,900

(注) 全社資産は特定の報告セグメントに帰属しない全社共通の余資運転資金、投資有価証券及び土地等であります。

(単位：百万円)

その他の項目

報告セグメント計 その他(注) 調整額 連結財務諸表計上額

前連結
会計年度

当連結
会計年度

前連結
会計年度

当連結
会計年度

前連結
会計年度

当連結
会計年度

前連結
会計年度

当連結
会計年度

減価償却費 23,551 24,822 2,687 2,820 ― ― 26,238 27,642

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

45,153 35,328 2,177 2,651 ― ― 47,331 37,980

(注) その他には主に特定の報告セグメントに帰属しない基礎的研究開発関連が含まれます。
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　(関連情報)

地域ごとの情報

(売上高)

前連結会計年度(自 平成27年４月１日 至 平成28年３月31日)

(単位：百万円)

日本 アジア 北米 欧州 その他地域 合計

337,814 91,011 43,627 55,666 27,106 555,227

（注）売上高は顧客の所在地を基礎とし、国または地域に分類しております。

当連結会計年度(自 平成28年４月１日 至 平成29年３月31日)

(単位：百万円)

日本 アジア 北米 欧州 その他地域 合計

344,890 86,188 42,702 51,067 23,373 548,222

（注）売上高は顧客の所在地を基礎とし、国または地域に分類しております。
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(１株当たり情報)

１株当たり純資産額、１株当たり当期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

前連結会計年度
(自 平成27年４月１日
至 平成28年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成28年４月１日
至 平成29年３月31日)

１株当たり純資産額 881.09円 924.23円

１株当たり当期純利益金額 62.98円 61.72円

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益金額

62.92円 61.65円

項目
前連結会計年度

(自 平成27年４月１日
至 平成28年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成28年４月１日
至 平成29年３月31日)

１株当たり当期純利益金額

親会社株主に帰属する当期純利益(百万円) 20,985 20,484

普通株式に係る親会社株主に帰属する
　当期純利益(百万円)

20,985 20,484

普通株式の期中平均株式数(千株) 333,221 331,896

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額

親会社株主に帰属する当期純利益調整額(百万円) △0 △1

(うち連結子会社の潜在株式による調整額)(百万円) （△0） （△1）

普通株式増加数(千株) 301 338

(うち新株予約権)(千株) (301) (338)

（注）「カネカ従業員持株会信託」が保有する当社株式を、１株当たり当期純利益金額及び潜在株式調整後１株当た

り当期純利益金額の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めております。

１株当たり当期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額の算定上、控除した当該自己株式の

期中平均株式数は前連結会計年度は405千株、当連結会計年度は1,186千株であります。
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(重要な後発事象)

(セグメント区分の変更)

2017年度から新たにスタートした中期経営計画においては、地球環境保護や人口の増加、食糧問題、高齢化社会に

おける健康増進など、社会が抱える様々な課題の解決やＩｏＴ、ＡＩなどの技術革新による新たな価値創出を通じて

社会の発展への貢献を加速させるため、経営システムを大きく変更しました。

事業部門を「Solutions Vehicle」に改称し、ソリューション視点の成長戦略を遂行する組織としました。合わせ

て、９つの「Solutions Vehicle」をソリューション別に４つの新しいドメイン（Solutions Unit）に刷新しました。

この経営システムの変更に伴い、従来「化成品」「機能性樹脂」「発泡樹脂製品」「食品」「ライフサイエンス」

「エレクトロニクス」「合成繊維、その他」としていた報告セグメントを、翌連結会計年度より、新たな事業ドメイ

ンに沿った区分といたします。

Solutions Unit
（報告セグメント）

Solutions Vehicle (SV)

Material Solutions Unit
Vinyls and Chlor-Alkali SV

Performance Polymers SV

Quality of Life Solutions Unit

Foam & Residential Techs SV

E & I Technology SV

PV & Energy management SV

Performance Fibers SV

Health Care Solutions Unit
Medical Devices SV
Pharma & Supplemental Nutrition SV
(Pharma)

Nutrition Solutions Unit
Pharma & Supplemental Nutrition SV
(Supplemental Nutrition)
Foods & Agris SV

なお、新しいセグメント区分によった場合の当連結会計年度の報告セグメントごとの売上高、利益の金額に関する

情報は以下のとおりであります。

当連結会計年度 (自 平成28年４月１日 至 平成29年３月31日)

(単位：百万円)

報告セグメント

その他 合計 調整額
連結

財務諸表
計上額

Material

Solutions

Unit

Quality of

Life

Solutions

Unit

Health Care

Solutions

Unit

Nutrition

Solutions

Unit

計

売上高

外部顧客への売上高 207,296 136,849 45,141 157,989 547,276 945 548,222 ― 548,222

セグメント間の
内部売上高又は振替高

1,357 10 ― 38 1,406 1,374 2,781 △2,781 ―

計 208,653 136,859 45,141 158,028 548,683 2,319 551,003 △2,781 548,222

セグメント利益 22,251 15,041 10,896 5,280 53,469 382 53,852 △20,687 33,164
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